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玄関口までやってきたテロリズム

玄
関
口
ま
で
や
っ
て
き
た
テ
ロ
リ
ズ
ム

―
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
二
〇
〇
二
年
一
月
―
―

山　
　

本　
　

信　
　

人

は
じ
め
に

一　

テ
ロ
容
疑
者
の
逮
捕
報
道

二　

パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
必
要
は
な
い
─
─
政
府
の
対
応

三　

動
揺
か
ら
融
和
へ
─
─
国
民
の
対
応

四　

か
き
消
さ
れ
た
声

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
現
実
の
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
玄
関
口
ま
で
や
っ
て
き
た
（T

errorism
 is a real thing. It has landed 

on our doorstep

）。」（Long 2002-1-14

）
1
（

）
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二
〇
〇
二
年
一
月
一
三
日
（
日
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
内
務
大
臣
ウ
ォ
ン
・
カ
ン
セ
ン
（W

ong K
anSeng

）
は
記
者
会
見
に
て
、
こ

の
よ
う
な
発
言
を
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
（T

an 2002

）。
二
〇
〇
二
年
一
月
半
ば
の
時
点
で
こ
の
ウ
ォ
ン
大
臣

の
発
言
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
と
っ
て
み
る
と
す
で
に
周
知
の
事
案
で
あ
り
、
誰
も
が
実
感
し
て
い
た
事
柄
で
あ
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
ウ
ォ
ン
大
臣
の
発
言
の
一
週
間
前
に
あ
た
る
一
月
六
日
（
日
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
だ
け
で
は

な
く
世
界
を
驚
愕
さ
せ
る
政
府
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
が
詳
ら
か
に
し
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
当
局
が
一
五
名
の
テ
ロ
容
疑
者
を
拘
束
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
拘
束
容
疑
と
は
、
か
れ
ら
は
地
下
組
織
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
（Jem

aah Islam
iyah

）
の
実
行
部
隊
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
テ
ロ
計
画
を
練
り
実
施
す

る
準
備
段
階
に
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（N

athan 2002-1-6

））
2
（

。

　

一
月
六
日
の
政
府
発
表
に
は
ふ
た
つ
の
衝
撃
の
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
テ
ロ
リ
ス
ト
が
潜
伏
し
て

い
た
点
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
か
れ
ら
が
テ
ロ
計
画
を
練
る
だ
け
で
は
な
く
実
行
に
移
そ
う
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
政
府
の
公
表
時
点
と
い
う
と
、
世
界
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
恐
怖
に
お
の
の
い
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発

テ
ロ
が
発
生
し
た
の
が
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
と
っ
て
み
る
と
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
は
対
岸
の

火
事
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ウ
ォ
ン
大
臣
の
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
現
実
の
も
の
」
と
い
う
発
言
に
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

九
・
一
一
か
ら
四
ヶ
月
も
経
た
ず
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
恐
怖
が
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
多
発
テ
ロ
後
の

世
界
に
生
き
て
い
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
と
っ
て
み
る
と
、
唐
突
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
や
っ
て
き
た
か
と
い
う
感
覚
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
冒
頭
の
ウ
ォ
ン
大
臣
の
言
葉
は
、
そ
の
よ
う
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
感
覚
と
は
ズ
レ
が
あ
る
。
記
者
会
見
で
ウ
ォ

ン
大
臣
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
当
局
が
テ
ロ
容
疑
者
を
拘
束
し
た
事
実
が
あ
り
、
政
府
関
係
者
が
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
現
実
に
あ
る
こ
と
に

言
及
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
と
っ
て
み
る
と
「
玄
関
口
」
で
止
ま
っ
た
と
い
う
表
現
を
し
た
。
事
実
関
係
と
し
て
、



115

玄関口までやってきたテロリズム

テ
ロ
容
疑
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
に
潜
在
し
テ
ロ
計
画
を
練
っ
て
い
た
が
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
玄
関
口
に
て
止
め
ら
れ
た
と
い
う
表

現
を
し
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
が
国
内
に
潜
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
ら
の
隠
密
行
動
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
と
っ
て
の
脅
威

に
は
あ
ら
ず
、
と
い
う
認
識
を
ウ
ォ
ン
大
臣
は
明
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ウ
ォ
ン
大
臣
の
テ
ロ
認
識
は
次
第
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
そ
れ
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
メ

デ
ィ
ア
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
な
に
が
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
点
を
本
稿
で
は

明
ら
か
に
し
た
い
。

　

そ
の
際
に
本
稿
で
は
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
（T

he Straits T
im

es

）』
紙
の
報
道
を
追
い
、
言
説
分
析
を
お
こ
な
う
。
同
紙

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
代
表
的
英
字
紙
で
あ
り
、
三
六
万
部
以
上
と
い
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
最
大
の
発
行
部
数
を
誇
る
。
権
威
主
義
的
な

政
治
統
治
の
下
に
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
府
与
党
で
あ
る
人
民
行
動

党
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
の
「
機
関
紙
」
と
揶
揄
さ
れ
る
（Cooper 2013

）。『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
プ
レ
ス
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
の
経
営
傘
下
に
あ
り
、
政
府
と
は
良
好
な
関
係
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
政
府

寄
り
の
報
道
が
批
判
に
曝
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
だ
か
ら
こ
そ
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
自
国
の
テ
ロ

関
連
報
道
に
関
し
て
は
政
府
の
見
解
が
明
確
に
表
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
扱
う
事
例
は
、
通
常
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
メ
デ
ィ
ア
報
道
研
究
と
は
一
線
を
画
す
る
。
従
来
の
テ
ロ
関

連
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
は
、
テ
ロ
行
為
が
発
生
し
た
事
実
を
背
景
に
、
テ
ロ
行
為
の
背
後
関
係
、
動
機
、
影
響
な
ど
に
関
す
る
も
の
が

主
体
で
あ
る
（
福
田 

二
〇
〇
六
）。
一
方
で
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
は
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
を
射
程
に
い
れ
た
テ
ロ
行
為
の
出
現
、
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
戦
も
テ
ロ
行
為
の
一
端
の
様
相
を
呈
す
る
と
い
う
新
し
い
段
階
に
は
い
っ
て
い
る
こ
と
も
周
知
と
な
っ
て
い
る

た
め
に
（Brosius and W

eim
ann 1991; W

eim
ann 2008

）、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
分
析
も
進
ん
で

き
た
。
も
ち
ろ
ん
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
＝
ハ
ー
ト
（H

am
ilton-H

art 2005

）
が
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
テ
ロ
行
為
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に
関
す
る
情
報
は
基
本
的
に
政
府
当
局
者
か
ら
公
表
さ
れ
る
。
通
常
の
報
道
と
は
異
な
り
、
テ
ロ
行
為
に
つ
い
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
取
材
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
は
政
府
発
表
の
情
報
を
報
道
し
、
そ
れ
に
解
説
を
加
え
る
こ
と
が
基
本
構
造
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
情
報
の
統
制
と
一
方
向
性
と
い
う
情
報
の
流
通
に
関
す
る
構
造
的
な
制
約
が
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
報
道
の
歪
な
構
造
を
意
識
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
未
然
に
テ
ロ
行
為
が
抑
え
ら
れ
テ
ロ
リ
ス

ト
が
逮
捕
さ
れ
た
事
案
に
焦
点
を
あ
て
る
。
そ
の
意
味
で
い
わ
ゆ
る
テ
ロ
事
件
報
道
と
は
異
な
る
が
、
本
質
的
に
は
テ
ロ
報
道
の
抱

え
る
構
造
的
な
制
約
の
な
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
テ
ロ
事
件
報
道
は
テ
ロ
事
件
後
に
展
開
さ
れ
る
の
で
特
定
国
家
の
公
安
や
警
察
組

織
の
対
応
は
後
手
に
回
る
の
に
対
し
、
本
稿
の
事
案
で
は
そ
の
逆
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
発
生

し
た
テ
ロ
行
為
の
な
い
テ
ロ
リ
ズ
ム
報
道
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
政
府
は
い
か
に
対
応
し
、
社
会
は
ど
の
よ
う
に
反
応
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一　

テ
ロ
容
疑
者
の
逮
捕
報
道

　

二
〇
〇
二
年
一
月
六
日
、
日
曜
版
の
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、
一
面
で
「
テ
ロ
計
画
の
容
疑
で
一
五
名
拘
束
さ
れ

た
」（
“15 nabbed here for terror plans

”）
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。
見
出
し
に
つ
づ
い
て
「
内
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

そ
の
う
ち
の
数
名
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ア
ル
カ
イ
ダ
訓
練
キ
ャ
ン
プ
に
て
訓
練
を
受
け
て
い
た
」（N

athan 2002-1-6

）
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
内
務
省
の
公
式
見
解
は
前
日
一
月
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
く
記
事
は
以
下
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る）3
（

。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
で
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
容
疑
で
一
五
名
が
拘
束
さ
れ
た
。
容
疑
者
の
自
宅
や
活
動
拠
点
を
当
局
が
捜

索
し
た
結
果
、
爆
弾
テ
ロ
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
捜
索
に
よ
っ
て
当
局
は
、
爆
弾
の
作
成
、
テ
ロ
攻
撃
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
監
視
を
示
す
写
真
や
ビ
デ
オ
と
い
う
証
拠
物
件
を
押
収
し
た
。
証
拠
物
件
の
な
か
に
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
関
連
を
示
す
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物
品
、
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
逮
捕
劇
は
、
テ
ロ
関
連
行
為
へ
の
関
与
容
疑
と
い
う
国
内
治
安
維
持
法
（Internal Security A

ct

）
七
四
条
に
基
づ
き
、

公
安
局
が
二
〇
〇
一
年
一
二
月
九
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
実
施
し
た
。
一
五
名
の
逮
捕
者
は
す
べ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
う
ち
一
名
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
籍
を
取
得
し
て
い
た
。
ま
た
一
五
名
中
一
三
名
は
、
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
活
動
員
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
た
。

　

内
務
省
に
よ
る
と
、
容
疑
者
ら
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
ア
ル
カ
イ
ダ
の
訓
練
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
拠
点
を
持
つ
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
組
織
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
構
成
で
あ
り
、
な
か
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
拠
点
が
あ

る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
ク
ン
プ
ラ
ン
・
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
（
Ｋ
Ｍ
Ｍ
）
と
の
関
連
を
有
す
る
者
た
ち
で
あ
る
。
主

た
る
活
動
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
外
で
の
資
金
調
達
に
あ
っ
た
が
、
今
回
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
で
の
爆
弾
テ
ロ
計
画
の
容
疑
が

か
か
っ
て
い
た
。

　

今
回
の
報
道
で
は
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
当
局
と
マ
レ
ー
シ
ア
当
局
と
が
連
携

し
、
テ
ロ
容
疑
者
の
逮
捕
劇
を
一
斉
に
実
施
し
た
事
実
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
一
二
月
九
日
、
一
三
名
の
容
疑
者
を
拘
束
し
た

（N
athan 2002-1-6

）。
こ
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
テ
ロ
容
疑
者
の
逮
捕
に
つ
い
て
は
、『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
そ
れ
よ
り
も
詳
細
に
報
じ
て
い
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
当
局
発
表
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
同
じ
く
、
二
〇
〇
二
年
一
月
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
一
月
六
日
付
け
の
『
ス

ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、「
プ
ラ
イ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス
」
欄
と
「
マ
レ
ー
シ
ア
」
欄
の
二
ヶ
所
で
テ
ロ
容
疑
者
逮
捕
の
内
容
を

伝
え
て
い
る
。

　

第
一
に
、「
プ
ラ
イ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス
」
欄
一
八
頁
で
は
、「
逮
捕
さ
れ
た
武
闘
派
（A

rrested m
ilitants

）」
の
見
出
し
の
下
、
一

二
月
九
日
以
降
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ケ
ダ
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
四
ヶ
所
に
お
い
て
テ
ロ
掃
討
作
戦
が
展
開
さ
れ
、
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合
計
一
三
名
の
テ
ロ
容
疑
者
が
拘
束
さ
れ
た
旨
を
伝
え
て
い
る
（2002-1-6

）。
か
れ
ら
は
Ｋ
Ｍ
Ｍ
の
武
闘
派
に
属
し
、
九
月
一
一
日

の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
へ
の
関
与
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
す
る
ザ
カ
リ
ア
ス
・
ム
サ
ウ
イ
（Zacarias 

M
oussaou

）
と
連
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
職
業
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
大
学
講
師
、
高
校
校
長
、
会
計
士
、
銀
行
員
、
タ

ク
シ
ー
運
転
手
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た）4
（

。

　

第
二
に
、「
マ
レ
ー
シ
ア
」
欄
一
八
頁
に
は
、『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
特
派
員
レ
ズ
リ
ー
・
ラ
ウ

（Leslie Lau

）
が
「
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
、
九
・
一
一
テ
ロ
に
関
し
て
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
は
な
ん
の
非
も
な
い
と
撥
ね
つ
け
た

（M
ahathir rejects any blam

e on K
L for Sept 11

）」
と
題
す
る
記
事
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
情
報
誌

『
ジ
ェ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
（Janeʼs Intelligence R

eview

）』
が
そ
の
二
〇
〇
二
年
一
月
号
に
お
い
て
、
二

〇
〇
一
年
一
月
の
時
点
で
マ
レ
ー
シ
ア
当
局
が
二
名
の
テ
ロ
リ
ス
ト
を
拘
束
し
て
い
れ
ば
、
九
・
一
一
の
惨
劇
は
起
こ
ら
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
い
う
報
告
（Gunaratna 2002

）
を
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
で
あ
る
。
こ
の
報
告
は
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ル

カ
イ
ダ
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（A

l-Q
aedaʼs infrastructure in A

sia

）」
と
題
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
よ
り
東
南
ア

ジ
ア
お
よ
び
南
・
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ア
ル
カ
イ
ダ
は
物
流
、
訓
練
、
資
金
に
関
す
る
地
域
内
お
よ
び
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
が
刊
行
さ
れ
た
時
点
で
、
九
・
一
一
テ
ロ
実
行
犯
の
う
ち
、
ハ
リ
ー
ド
・
ア

ル
・
ミ
フ
ダ
ル
（K

halid A
l-M

idhar

）
と
ナ
ワ
フ
・
ア
ル
・
ハ
ズ
ミ
（N

aw
az A

l-H
azm

i

）
の
二
名
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
五
日
か

ら
八
日
に
か
け
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
た
。
な
か
で
も
ハ
リ
ー
ド
は
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
に
捉
え
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
は
ア
メ
リ
カ
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
に
も
提
供
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
報
告
書
で
グ
ラ
ナ
タ
ナ

は
、
ア
メ
リ
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
諜
報
機
関
は
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
糾
弾
し
て

い
た
（Gunaratna 2002: 20

）。
こ
う
し
た
主
張
に
対
し
て
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
、
共
産
主
義
の
反
政
府
分
子
と
の
戦
い
と
同

様
に
、
テ
ロ
リ
ス
ト
を
事
前
に
察
知
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
反
論
し
た
の
で
あ
っ
た
（Lau 2002-1-6

）。
こ
の
記
事
は
、
テ
ロ
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容
疑
者
逮
捕
を
め
ぐ
る
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
見
解
を
明
示
し
て
い
る
が
、
同
時
に
テ
ロ
リ
ス
ト
あ
る
い
は
テ
ロ
容
疑
者
の
確
定
と
追

跡
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
提
示
し
た
点
で
興
味
深
い
。

　

テ
ロ
容
疑
者
逮
捕
の
第
一
報
か
ら
一
週
間
も
経
た
ず
し
て
、
テ
ロ
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
り
、
報
道
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
月
一
二
日
時
点
の
報
道
で
は
以
下
の
よ
う
な
点
が
明
確
に
な
っ
た
（
以
下
の
記
述
はH

oong 2002-1-12

に

依
拠
す
る
）。
テ
ロ
容
疑
者
た
ち
が
爆
弾
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
の
は
チ
ャ
ン
ギ
や
イ
ー
シ
ュ
ン
地
区
な
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
テ
ロ
容
疑
者
た
ち
は
、
二
〇
〇
社
以
上
の
ア
メ
リ
カ
系
企
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
系
航
空

会
社
や
ア
メ
リ
カ
大
使
館
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
、
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
系
商
業
ビ
ル
を
監
視
し
ビ
デ
オ
に

収
め
て
い
た
。
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
地
下
鉄
イ
ー
シ
ュ
ン
駅
か
ら
の
ビ
デ
オ
映
像
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
一
五
二
地
区
の
映
像

が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
は
ア
メ
リ
カ
軍
関
係
者
が
通
勤
用
バ
ス
の
昇
降
場
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ア
メ
リ
カ
軍
事
施
設
へ
の
攻
撃
の
意
図
を
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
一
月
一
二
日
の
時
点
で
、
テ
ロ
容
疑
者
は
当
初
の
一
五
名
か
ら
一
三
名
と
変
更
さ
れ
て
い
た
。
テ
ロ
容
疑
が
晴
れ
た
二
名

は
一
月
七
日
（
日
）
の
時
点
で
釈
放
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
り
、
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
と

は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
釈
放
後
も
、
テ
ロ
組
織
と
の
関
係
を
疑
わ
れ
る
よ
う
な
行
動
を
し
な
い
こ
と
を
強
く

当
局
か
ら
要
請
さ
れ
た
。

　

残
り
の
一
三
名
の
テ
ロ
容
疑
者
は
二
年
間
の
拘
留
措
置
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
全
員
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
に
属
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
六
名
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
兵
役
を
経
験
し
て
い
た
。
一
三
名
の
民
族
的
内
訳
と
し
て
は
、
六
名
は
マ
レ
ー
系
、
五
名
が

イ
ン
ド
系
、
ジ
ャ
ワ
系
と
バ
ウ
ェ
ア
ン
系
（
こ
の
二
つ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
）
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
ム
ス
リ
ム
と
し
て
普
通
の
住
民

と
同
様
に
公
営
住
宅
に
居
住
し
、
運
転
手
や
技
術
者
と
い
う
職
業
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
秘
密
組
織
に
つ

い
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
少
な
く
と
も
三
ヶ
所
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
そ
れ
ら
は
「
フ
ィ
ア
・
ア
ユ
ブ
（FiahA

yub

）」、
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「
フ
ィ
ア
・
ム
サ
（Fiah M

usa

）」、「
フ
ィ
ア
・
イ
ス
マ
イ
ル
（Fiah Ism

ail

）」
と
い
う
呼
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の

一
ヶ
所
は
、
一
九
九
五
年
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
た
オ
ク
ラ
ハ
マ
爆
破
事
件
に
使
用
さ
れ
た
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
原
料
と
し
た
爆
弾

の
製
造
工
場
で
あ
っ
た
（Chua 2002-1-12

）。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
か
ら
翌
〇
二
年
一
月
冒
頭
に
か
け
て
、
両
国
当

局
者
が
協
調
し
て
テ
ロ
容
疑
者
を
一
網
打
尽
に
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
第
一
報
を
受
け
て
、『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』

紙
は
連
日
の
よ
う
に
テ
ロ
関
連
の
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二　

パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
必
要
は
な
い
─
─
政
府
の
対
応

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
で
の
テ
ロ
容
疑
者
の
逮
捕
の
第
一
報
か
ら
一
夜
明
け
、
一
月
七
日
の
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
記

事
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
へ
の
呼
び
か
け
を
始
め
た
。
巻
頭
頁
に
は
、「
テ
ロ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
崩
壊
し
た
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る

理
由
は
な
い
（T

error netw
ork disrupted, no cause for panic

）」
と
の
見
出
し
が
躍
っ
た
（N

athan 2002-1-7

）。
こ
れ
は
署
名

記
事
の
形
式
を
と
る
が
、
そ
の
中
身
は
政
府
関
係
者
の
発
言
を
要
約
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
記
事
を
と
お
し
て

政
府
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
者
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
。

　

で
は
、
そ
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
記
事
冒
頭
で
は
、
内
務
省
高
官
の
話
と
し
て
、
差
し
迫
っ
た
脅
威
は
な
く
、

す
で
に
厳
戒
態
勢
が
敷
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
五
名
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
逮
捕
さ
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
国
民
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
必
要
は
な
い
、
テ
ロ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
粉
砕
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
政
府
関
係
筋
は
主
張

す
る
（N

athan 2002-1-7

）。

　

そ
の
う
え
で
、
こ
う
し
た
国
民
へ
落
ち
着
い
た
行
動
を
と
り
テ
ロ
の
恐
怖
に
お
の
の
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
政
府
か
ら
の
呼
び
か
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け
は
、
ふ
た
つ
の
論
理
構
成
か
ら
な
っ
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
、
テ
ロ
容
疑
者
の
拘
束
時
点
か
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
厳
戒
態
勢
が

敷
か
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
す
で
に
テ
ロ
の
脅
威
は
去
っ
た
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
テ
ロ
容
疑
者
た
ち
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
対
象
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
テ
ロ
容
疑
者
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
の
ア
メ
リ
カ
関

連
施
設
を
狙
っ
て
い
た
と
い
う
点
を
事
実
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
自
身
が
テ
ロ
の
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
テ
ロ
の
標
的
は
ア
メ
リ
カ
な
い
し
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
強
調
し
た
の
で
あ

る
。
記
事
の
な
か
で
は
ト
ニ
ー
・
タ
ン
（T

ony T
an

）
副
首
相
の
発
言
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
警
戒
し
な

が
ら
も
冷
静
に
振
る
舞
い
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
必
要
は
な
い
（Singapoerans to stay calm

 and alert, and not panic

）」
と
い
う

一
文
は
象
徴
的
で
あ
る
（N

athan 2002-1-7

）。

　

こ
の
点
は
、
同
日
一
月
七
日
の
別
の
記
事
で
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
事
の
見
出
し
は
そ
の
も
の
ず
ば
り
、「
ア
メ
リ
カ
の

施
設
こ
そ
が
（
テ
ロ
）
グ
ル
ー
プ
の
主
要
な
標
的
で
あ
っ
た
（A

m
erican establishem

ents here w
ere groupʼs m

ain targets

）」

（ST
 2002-1-7

）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
も
、
テ
ロ
関
連
の
情
報
は
政
府
当
局
者
で
あ
る
。
こ
ち
ら
で
は
内
務
省
広
報
官
の

ペ
ッ
ク
・
ワ
ン
（O

n-Chew
 Peck W

an

）
の
記
者
会
見
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ロ
の
標
的
は
、
ア
メ
リ
カ
大

使
館
、
ア
メ
リ
カ
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
記
者
会
見
で
は
こ
の
ほ
か
に
、
二
点
ほ
ど
興
味
深
い
事
実
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
テ
ロ
容
疑
者
の
背

後
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
拠
点
を
置
く
イ
ス
ラ
ー
ム
武
装
組
織
Ｋ
Ｍ
Ｍ
や
ア
ル
カ
イ
ダ
の
存

在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
た
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
と
無
関

係
で
は
な
い
点
が
暗
示
さ
れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
中
国
系
住
民
が
国
民
の
大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
人
口
の
一

五
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
あ
る
（Singapore D

epartm
ent of Statistics 2010

）。
そ
の
た
め
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
と
っ
て
み
る
と
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
は
身
近
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
二
〇
〇
一
年
一
二
月
ま
で
の
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
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ズ
』
紙
の
記
事
に
目
を
と
お
す
と
、
テ
ロ
関
連
の
記
事
と
は
あ
く
ま
で
も
国
際
欄
を
主
体
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ア
メ

リ
カ
と
中
東
と
の
関
係
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
の
公
安
当
局
に
よ
る
テ

ロ
容
疑
者
掃
討
作
戦
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
地
球
大
の
テ
ロ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
自
由
で
は
な
い
現
実
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
安
機
関
の
機
能
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
先
に

言
及
し
た
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今
回
の
公
安
に
よ
る
テ
ロ
容
疑
者
の
確
保
行
動
に
関

し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
当
局
者
は
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
い
か
な
る
情
報
提
供
も
な
く
、
自
国
の
公
安
活
動
の
成
果
で
あ
る
点

を
か
た
く
な
に
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
者
会
見
で
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
当
局
の
態
度
は
、
英
米
に
お
け
る
報
道
や
記
事
へ
の
反

応
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
こ
の
記
者
会
見
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
〇
日
ほ
ど
前
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
八
日
付

で
ア
メ
リ
カ
の
Ｕ
Ｐ
Ｉ
通
信
は
、
パ
メ
ラ
・
ヘ
ス
（Pam

ela H
ess

）
の
ス
ク
ー
プ
記
事
、「
ア
メ
リ
カ
の
輸
送
機
に
対
す
る
テ
ロ
工

作
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
（T

error plot on U
S carrier foiled

）」
を
配
信
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
の
諜
報
活
動
を
も
と
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
当
局
は
テ
ロ
リ
ス
ト
の
巣
に
対
す
る
掃
討
作
戦
を
実
施
し
、
一
二
名
の
ア
ル

カ
イ
ダ
関
連
容
疑
者
を
拘
束
し
た
、
と
さ
れ
て
い
た
（H

ess 2001

）。
あ
る
い
は
先
に
も
触
れ
た
『
ジ
ェ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
』
の
記
事
で
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の
メ
ン
バ
ー
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
潜
ん
で
お
り
隠
密
行
動
を
企
て
て
い
た
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
内
務
省
広
報
官
は
当
該
記
事
を
全
面
否
定
し
た
う
え
で
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
関
連
性
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
テ
ロ
の
策
略
と
の
情
報
は
存
在
し
な
い
と
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
（ST

 2002-1-

7

）。
　

公
安
当
局
は
一
月
一
八
日
の
時
点
で
改
め
て
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
い
か
な
る
外
国
の
諜
報
機
関
か
ら
の
情
報
も
得
ず
に
、

昨
年
一
二
月
に
は
テ
ロ
容
疑
者
を
拘
束
す
る
公
安
行
動
を
実
施
し
た
、
と
明
言
し
た
（ST

 2002-1-19

）。
そ
の
際
一
二
月
の
出
来
事
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を
時
系
列
的
に
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
九
・
一
一
以
降
、
公
安
当
局
は
と
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
か
ら
の
情
報
を
得
て
、

ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
に
関
す
る
内
定
を
開
始
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
一
二
月
に
公
安
活
動
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
。

一
二
月　

九
日
、
六
名
を
逮
捕
。
こ
こ
か
ら
二
週
間
で
一
五
名
を
拘
束
す
る
。

一
二
月
一
四
日
、
公
安
当
局
は
イ
ー
シ
ュ
ン
駅
の
監
視
カ
メ
ラ
映
像
を
入
手
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
テ
ロ
任
務
に
関
す
る
メ
モ
を
発
見
。

一
二
月
二
二
日
、
拘
束
し
て
い
た
ハ
リ
ム
・
ジ
ャ
フ
ァ
ー
ル
（K

halim
 Jaffar

）
か
ら
、
か
れ
と
ハ
シ
ム
・
ア
バ
ス
（H

ashim
 A

bas

）

の
二
人
が
イ
ー
シ
ュ
ン
駅
で
監
視
行
動
を
お
こ
な
っ
た
と
の
情
報
を
得
た
。

一
二
月
二
四
日
、
最
後
の
テ
ロ
容
疑
者
を
逮
捕
。

一
二
月
二
六
日
、
ハ
シ
ム
は
、
ビ
デ
オ
映
像
に
映
っ
て
い
る
自
身
の
役
割
に
つ
い
て
告
白
し
た
。

一
二
月
二
八
日
、
公
安
当
局
が
ビ
デ
オ
映
像
を
入
手
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
テ
ロ
任
務
メ
モ
を
発
見
。

　

こ
の
よ
う
に
公
安
当
局
の
行
動
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
他
国
の
諜
報
機
関
や
他
国
か
ら
の
情
報
に
依
存
せ
ず
に
、
自
国
の
公
安
当

局
が
独
自
に
調
査
と
内
偵
を
進
め
て
い
た
結
果
が
、
テ
ロ
容
疑
者
の
逮
捕
に
つ
な
が
っ
た
点
を
強
調
し
た
。
こ
こ
に
は
、
国
内
治
安

維
持
法
を
駆
使
し
な
が
ら
社
会
の
秩
序
を
構
築
し
、
一
九
六
五
年
の
建
国
以
来
権
威
主
義
的
な
体
制
を
堅
持
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
政
府
の
プ
ラ
イ
ド
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
時
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
安
当
局
に
よ
る
テ
ロ
容
疑
者
の
拘
束
と
尋
問
か
ら
、
か
れ
ら
の
一
二
月
の
行
動
を
詳
ら
か
に
す
る
効

果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
し
か
も
テ
ロ
容
疑
者
は
拷
問
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
公
安
当
局
の
尋
問
に
は
協

力
的
な
態
度
で
臨
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
去
る
一
月
六
日
以
降
、
つ
ま
り
か
れ
ら
の
逮
捕
が
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て
以

降
、
か
れ
ら
は
収
容
施
設
に
お
い
て
日
々
の
祈
祷
な
ど
の
宗
教
的
な
義
務
の
遂
行
が
許
さ
れ
た
。
ま
た
か
れ
ら
の
身
内
に
は
週
に
一
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度
で
は
あ
る
が
、
テ
ロ
容
疑
者
た
ち
へ
の
謁
見
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（ST

 2002-1-24

）。
換
言
す
る
と
、
こ
の
事
実
は
、
政
府
が
テ

ロ
容
疑
者
の
検
挙
を
公
表
し
た
時
点
で
、
公
安
当
局
は
テ
ロ
容
疑
者
ら
の
行
動
と
活
動
拠
点
を
ほ
ぼ
把
握
し
、
情
報
に
関
す
る
確
認

作
業
を
終
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
背
景
と
し
て
あ
る
が
た
め
に
、
一
月
半
ば
の
時
点
で
政
府
が
今
回
の
テ
ロ
容
疑

者
の
一
斉
拘
束
に
関
す
る
白
書
を
刊
行
す
る
と
い
う
声
明
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
（Long 2002-1-14

）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
年
一
月
五
日
以
来
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
当
局
者
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
秩
序
の
安
定
と
テ
ロ

と
い
う
脅
威
の
駆
除
の
実
績
を
強
調
す
る
広
報
戦
略
を
採
り
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
反

応
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
次
章
に
お
い
て
検
証
し
て
い
こ
う
。

三　

動
揺
か
ら
融
和
へ
─
─
国
民
の
対
応

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
内
で
テ
ロ
リ
ス
ト
が
拘
束
さ
れ
た
、
し
か
も
か
れ
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
っ
た
と
い
う
政
府
発
表
お
よ

び
メ
デ
ィ
ア
で
の
報
道
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
あ
い
だ
に
動
揺
を
生
ん
だ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
も
そ
の
テ
ロ
容
疑

者
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
普
通
の
社
会
生
活
を
送
り
、
公
営
住
宅
や
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
し
て
い
た
と
な
る
と
、
ム
ス
リ
ム

に
対
す
る
近
隣
住
民
の
懐
疑
の
ま
な
ざ
し
は
強
く
な
る
。

　

こ
う
し
た
シ
ョ
ッ
ク
は
テ
ロ
容
疑
者
の
氏
名
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
は
な
く
、
か
れ
ら
の
顔
写
真
が
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
る
こ

と
で
増
長
さ
れ
た
。『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
一
月
一
二
日
の
紙
面
で
、
一
三
名
の
テ
ロ
容
疑
者
の
顔
写
真
を
掲
載
し
た
。

そ
の
写
真
で
、
実
は
自
分
の
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
が
テ
ロ
容
疑
者
だ
っ
た
の
だ
と
改
め
て
認
識
し
、
驚
く
だ
け
で
は
な

く
恐
怖
に
思
う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
（
以
下
の
記
述
はW

ee and W
ong 2002-1-13

に
基
づ
く
）。

　

た
と
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
高
級
住
宅
地
の
ひ
と
つ
に
ホ
ラ
ン
ド
・
ロ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
こ
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
人
が
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テ
ロ
容
疑
者
と
し
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
新
聞
紙
上
で
公
表
さ
れ
る
や
、
住
民
た
ち
は
文
字
通
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
イ
ブ

ラ
ヒ
ム
・
マ
イ
デ
ィ
ン
（Ibrahim

 M
aidin

、
五
一
歳
）
が
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
一
五
年
近
く
に
わ
た
り
、
と
あ
る
高
級
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
人
を
し
て
い
た
。
一
月
一
二
日
の
紙
上
で
、
か
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
リ
ー
ダ
ー
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
の
顔
な
じ
み
も
、
テ
ロ
容
疑
者
と
し
て
拘
束
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
建
設
現
場
監
督
の
ハ
リ
ム
・
フ
セ
イ
ン
（H

alim
H

ussain

、
四
一
歳
）、
建
設
業
者
の
フ
ァ
イ
ズ
・
ア
ブ
・
バ
カ
ル
・
バ

フ
ァ
ナ
（Faiz A

bu Bakar Bafana

、
三
九
歳
）、
現
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
モ
ハ
メ
ド
・
エ
リ
ア
ス
・
モ
ハ
メ
ド
・
カ
ー
ン

（M
oham

ed Ellias M
oham

ed K
han

、
二
九
歳
）、
そ
し
て
技
術
者
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ェ
ラ
ー
ド
（A

ndrew
 Gerard

、
三
四
歳
）

の
四
人
で
あ
る
。
し
か
も
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
か
ら
水
道
の
不
具
合
に
つ
い
て
の
不
満
を
聞
い
た
際
に
、
マ
イ
デ
ィ
ン
が
フ
ァ
イ
ズ
ら

を
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
フ
ァ
イ
ズ
は
、
い
ま
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
籍
を
取
得
し
て
い
る
が
、
テ
ロ
容
疑
で
拘
束
さ
れ
る
ま

で
は
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部
で
の
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

政
府
が
公
表
し
た
デ
ー
タ
が
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
一
人
は
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
管
理
人
で

あ
り
な
が
ら
、
メ
ッ
カ
巡
礼
を
理
由
に
長
期
休
暇
を
取
っ
た
と
き
の
こ
と
を
想
起
し
た
。
そ
れ
は
一
九
九
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

公
式
デ
ー
タ
に
よ
る
と
そ
の
と
き
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
行
き
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の
も
と
で
軍
事
訓
練
を
受
け
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
長
期
休
暇
中
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
人
を
代
行
し
た
の
が
、
ハ
リ
ム
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ム
は
、
九
・
一

一
以
降
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
設
立
さ
れ
た
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
実
行
部
隊
の
一
員
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
は
、
九
・
一
一
以
降
に
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
顎
髭
を
伸
ば
し
始
め
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
顎
髭

な
ど
を
は
や
し
て
い
る
と
オ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
の
一
味
と
誤
解
さ
れ
る
か
ら
、
早
く
剃
っ
た
方
が
よ
い
と
進
言
す
る
と
、
イ

ブ
ラ
ヒ
ム
は
苦
笑
い
を
し
た
、
と
い
う
。
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こ
の
よ
う
に
普
通
の
生
活
を
送
る
仮
面
の
下
で
、
テ
ロ
容
疑
者
は
テ
ロ
行
為
を
着
々
と
進
め
て
い
た
と
い
う
事
実
を
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
民
は
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

政
府
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
安
全
だ
と
宣
言
し
た
と
い
う
事
実
を
国
民
が
素
直
に
受
け
入
れ
た
と
解
釈
も
で
き
る
。
一
方
で
、
今
回
の

テ
ロ
容
疑
者
拘
束
の
事
件
を
国
民
は
自
分
た
ち
な
り
に
捉
え
る
試
み
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
ス
ト
レ
ー

ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
読
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
読
者
の
声
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

読
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
声
と
し
て
、
第
一
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
に
対
す
る
信
頼
で
あ
る
。「
治
安
維
持
法
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

安
全
に
貢
献
し
た
（Internal Security A

ct keeps Sʼpore safe

）」
と
い
う
投
稿
見
出
し
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
テ
ロ
リ
ズ

ム
の
脅
威
に
対
す
る
国
民
が
政
府
へ
の
信
頼
度
を
増
し
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
投
稿
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は

治
安
維
持
法
が
あ
る
た
め
に
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
か
、
裁
判
な
し
の
身
柄
拘
束
が
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

治
安
維
持
法
の
お
か
げ
で
テ
ロ
容
疑
者
の
拘
束
が
可
能
に
な
っ
た
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
だ
け
で
は
な
く
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ア
メ
リ
カ
国
民
も
テ
ロ
行
為
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
主
張
を
繰
り
広
げ
て
い
る
（Ling 

2002-1-16

）。

　

第
二
に
、
社
会
融
和
の
強
調
で
あ
る
。
あ
る
読
者
は
、
テ
ロ
容
疑
者
の
逮
捕
を
契
機
に
、
ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
こ
う
と
主
張
す
る
。
そ
の
際
か
れ
は
、
自
身
の
主
張
を
展
開
す
る
際
に
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
報
道
と
同
様
に
、
政

府
関
係
者
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
か
れ
の
場
合
は
、
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
（Goh Chok T

ong

）
首
相
が
国
民
に
向
か
っ
て
発
し
た

多
人
種
・
多
宗
教
間
の
調
和
を
援
用
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
中
国
系
で
あ
る
か
れ
は
、
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
理
解
を
い
っ
そ
う
深

め
、
人
種
間
の
調
和
を
乱
そ
う
と
す
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
思
惑
に
打
ち
勝
と
う
、
と
論
じ
る
（T

an 2002-1-15

）。

　

第
三
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
関
す
る
認
識
で
あ
る
。
イ
ヴ
ァ
ン
・
ク
ェ
ッ
ク
（Ivan K

w
ek

）
な
る
英
国
在
住
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
と

思
わ
れ
る
読
者
の
投
稿
に
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
向
か
い
合
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
プ
ラ
イ
ド
が
滲
み
で
て
い
る
。
ク
ェ
ッ
ク
は
、
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自
分
を
含
め
た
非
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
非
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
は
ム
ス
リ
ム

に
対
し
て
「
成
熟
し
た
合
理
的
な
（m

ature and rational

）」
態
度
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
態
度
が
と
れ
る

な
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
は
一
体
化
し
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
計
画
的
な
攻
撃
を
受
け
て
も
分
裂
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
議
論
す

る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
や
ム
ス
リ
ム
・
テ
ロ
リ
ス
ト
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
疎
外
感
を
味
わ
う
ム
ス
リ
ム
に
向

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
は
、
宗
教
的
な
相
違
を
超
越
し
て
融
和
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
ム
ス
リ
ム
は
守
り
に
入
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
非
ム
ス
リ
ム
と
の
対
話
を
展
開
し
、
一
体
感
を
強
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
が
ク
ェ
ッ
ク
の
主
張
で
あ
る
（K
w

ek 2002

）。

　

ク
ェ
ッ
ク
の
議
論
は
第
二
点
目
の
ポ
イ
ン
ト
と
連
動
す
る
。
そ
の
裏
返
し
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
を
掲
げ
る
テ
ロ
リ
ス
ト
や
過
激
派
は

子
供
じ
み
て
お
り
非
合
理
的
な
思
考
と
行
動
を
す
る
と
い
う
暗
示
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
う
し
た
過
激
派
は
、
ム
ス
リ
ム
と

非
ム
ス
リ
ム
を
分
断
し
、
大
多
数
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
を
過
激
な
思
想
と
行
動
に
近
づ
け
る
と
い
う
仕
掛
け
を
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
い
う
形

で
顕
在
化
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
非
ム
ス
リ
ム
が
ム
ス
リ
ム
へ
の
嫌
悪
感
を
高
め
、
社
会
が
分
断
さ
れ
る
と
い
う
、
過
激
派
に

と
っ
て
み
る
と
思
い
描
い
た
と
お
り
の
未
来
図
が
で
き
あ
が
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
に
直
面
し
た
と
し
て
も
、
い
や
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
不
要
か
つ
過
剰
な

反
応
は
せ
ず
に
、
冷
静
に
ム
ス
リ
ム
と
の
対
話
を
促
進
す
べ
き
、
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
先
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
民
が
一
体
と
な
っ
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
立
ち
向
か
い
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
契
機
に
国
民
が
融

合
し
社
会
の
秩
序
が
安
定
す
る
、
と
い
う
論
理
が
み
え
て
く
る
。
実
は
こ
れ
こ
そ
が
、
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
首
相
を
は
じ
め
と
す
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
当
局
者
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
多
民
族
、
多
宗
教
社
会
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
、
民
族
間
や
宗
教
間
の
不
調
和
こ
そ
が
社
会
秩
序
を
不
安
定
に
す
る
潜
在
的
な
要
素
と
し
て
つ
ね
に
存
在
し
て
い
る
（Chang 

2003

）。
こ
の
点
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
直
接
関
連
し
た
事
柄
で
は
な
く
、
日
常
生
活
で
も
懸
念
さ
れ
る
潜
在
的
な
社
会
不
安
要
素
と
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な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
民
族
間
や
宗
教
間
の
対
立
を
予
防
す
べ
く
、
建
国
以
来
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
経
済
成
長
を
国
是
の
ひ
と
つ
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
読
者
投
稿
欄
か
ら
は
、
ま

さ
し
く
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
直
面
し
社
会
に
懸
念
材
料
が
顕
在
化
し
な
い
よ
う
に
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
国
民
側

か
ら
も
提
示
し
共
有
し
て
い
る
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
の
で
あ
る
。

四　

か
き
消
さ
れ
た
声

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
多
民
族
・
多
宗
教
・
多
文
化
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
社
会
学
者
チ
ュ
ア
・
ベ
ン
フ
ア
（Chua Beng H

uat

）
が
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
多
文
化
主

義
は
政
府
に
よ
る
社
会
統
制
と
い
う
側
面
が
強
い
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（Chua 2003

）。

　

テ
ロ
容
疑
者
の
拘
束
と
い
う
異
常
事
態
を
受
け
て
、
二
〇
〇
二
年
一
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
と
従
来
に
増
し
て
政
府
の
厳
し
い

統
制
下
に
あ
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
前
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
社
会
の
調
和
と
融
和
を
強
調
す
る
ひ
と
つ
の
声
へ
と
ま
と
ま
り
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
れ
は
裏
を
返
す
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
対
峙
し
て
い
た
政
治
社
会
問
題
に
関
し
て
、
広
く
議
論
や
対
話
を
す
る
と
い
う

言
論
空
間
を
容
認
し
な
い
と
い
う
政
府
の
態
度
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
社
会
と
い
う
構
造
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
況
は
、

多
数
派
の
声
に
賛
同
し
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
生
成
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
通
常
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
多
数
派
の
波
に
流
さ

れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
は
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
声
を
発
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
こ
の
不
測
の
事
態
に
、
二
〇
〇

二
年
一
月
半
ば
以
降
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
は
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
実
施
し
た
イ
ス
ラ
ム
・
テ
ロ
容
疑
者
の
一
斉
検
挙
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
が
展
開
し
て

い
た
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
参
戦
し
た
。
実
際
に
は
、
一
九
九
二
年
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
と
空
軍
の
在
外
基
地
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が
あ
る
た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
が
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
宣
言
し
た
時
点
か
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
そ
の
一
翼
を

担
う
位
置
に
い
た
。
そ
れ
が
、
テ
ロ
容
疑
者
の
拘
束
と
い
う
事
態
を
迎
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
府
は
ア
メ
リ
カ
主
導
の
「
テ
ロ
と

の
戦
い
」
を
積
極
的
に
支
援
す
る
旨
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
態
度
に
対
し
て
、
反
対
の
声
を
上
げ
た
イ
ス
ラ
ム
団
体
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
フ
ァ
テ
ハ

（Fateha

）
5
（

）
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
テ
ハ
は
ま
さ
に
、
ア
メ
リ
カ
の
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
支
援
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
態
度
を
批

判
し
た
。
フ
ァ
テ
ハ
は
、
権
利
活
動
家
の
ズ
ル
フ
ィ
カ
ル
・
モ
ハ
マ
ド
・
シ
ャ
リ
フ
（Zulfikar M

oham
ad Shariff

、
三
〇
歳
）
が
設

立
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
て
ム
ス
リ
ム
の
権
利
を
主
張
す
る
二
〇
名
ほ
ど
の
青
年
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
団
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
フ
ァ

テ
ハ
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
は
反
対
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
は
批
判
的
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
論

理
的
な
帰
結
と
し
て
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
支
援
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
政
策
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
月
一
八
日
、
フ
ァ
テ
ハ
設
立
者
の
ズ
ル
フ
ィ
カ
ル
・
モ
ハ
マ
ド
・
シ
ャ
リ
フ
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
そ
の
な
か

で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
Ｔ
Ｖ
で
も
そ
の
一
部
が
放

映
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
日
中
に
、
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
（Lee H

sien Loong

）
副
首
相
は
、
過
激
派
集
団
が
急
進
的
な
考
え

方
を
流
布
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
要
注
意
で
あ
る
、
と
の
発
言
を
し
た
。

　

翌
一
月
一
九
日
に
な
る
と
、
各
種
イ
ス
ラ
ム
団
体
か
ら
も
、
ズ
ル
フ
ィ
カ
ル
・
モ
ハ
マ
ド
・
シ
ャ
リ
フ
の
発
言
を
拒
否
し
、
か
れ

を
孤
立
化
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
あ
る
い
は
か
れ
の
発
言
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
、
と
の
強
い
意
思
表
明
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
閣
僚
か
ら
は
、
ズ
ル
フ
ィ
カ
ル
・
モ
ハ
マ
ド
・
シ
ャ
リ
フ
の
運
営
す
る

サ
イ
トFateha.com

は
政
治
的
な
サ
イ
ト
で
あ
る
と
し
て
、
要
注
意
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
、
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。
な
か
に
は

フ
ァ
テ
マ
の
サ
イ
ト
は
危
険
き
わ
ま
り
な
い
、
と
い
う
閣
僚
も
い
た
（Chua 2002-1-22; O

sm
an 2002-1-22; W

ong and Leong 

2002-1-22

）。
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と
こ
ろ
が
、
フ
ァ
テ
マ
の
サ
イ
ト
上
の
ズ
ル
フ
ィ
カ
ル
・
モ
ハ
マ
ド
・
シ
ャ
リ
フ
は
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。
一
月
二
〇
日
に
な
る
と
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
自
国
の
ム
ス
リ
ム
の
感
情
に
無
神
経
で
あ
り
、
フ
ァ
テ
マ
へ
の
批
判
は
論
点
を
ず
ら
し
た
内
容
で
あ
る

（red herrings

）
と
ま
で
酷
評
し
た
。
フ
ァ
テ
マ
が
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、
治
安
維
持
法
を
用
い
た
逮
捕
の
あ
り
方
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
関
係
で
あ
る
、
と
明
記
し
た
。
同
時
に
フ
ァ
テ
マ
は
、
い
か
な
る
テ
ロ
行
為
も
非
難
す
る
と
の
立
場
も

表
明
し
た
（Chua 2002-1-22; O

sm
an 2002-1-22; W

ong and Leong 2002-1-22

）。

　

し
か
し
一
月
二
一
日
で
、
フ
ァ
テ
マ
の
立
場
が
孤
立
化
し
始
め
て
い
た
事
実
は
明
確
化
し
た
。
政
府
閣
僚
は
フ
ァ
テ
マ
の
急
進
的

な
主
張
を
危
険
視
す
る
発
言
を
す
る
の
に
対
し
、
イ
ス
ラ
ム
団
体
か
ら
は
フ
ァ
テ
マ
の
立
場
は
大
多
数
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ム
ス
リ

ム
の
見
解
を
反
映
し
て
い
な
い
と
の
統
一
見
解
が
だ
さ
れ
た
。
フ
ァ
テ
マ
は
四
面
楚
歌
の
状
態
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
（Chua 2002-1-22; O

sm
an 2002-1-22; W

ong and Leong 2002-1-22

）。

　

い
わ
ゆ
る
フ
ァ
テ
マ
騒
動
は
急
速
に
収
束
を
迎
え
た
。
フ
ァ
テ
マ
創
設
者
の
ズ
ル
フ
ィ
カ
ル
・
モ
ハ
マ
ド
・
シ
ャ
リ
フ
は
、
一
月

二
四
日
に
会
長
職
を
辞
任
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
二
日
後
の
一
月
二
六
日
に
は
、
フ
ァ
テ
マ
の
中
核
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
七
名
が
辞

任
を
表
明
し
た
（T

eo 2002-1-27

）。
こ
う
し
て
事
実
上
フ
ァ
テ
マ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
活
動
は
休
止
し
た
。
政
府
か
ら
の
締
め

つ
け
と
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
の
孤
立
が
フ
ァ
テ
マ
を
追
い
詰
め
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

　

騒
動
が
一
段
落
し
た
同
日
一
月
二
六
日
、
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
副
首
相
は
、
急
進
派
に
対
し
て
政
府
は
断
固
た
る
態
度
で
臨
む
必

要
が
あ
る
、
と
説
明
し
た
。
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
発
言
を
野
放
し
に
し
て
お
く
と
、
急
進
派
の
主
張
が
拡
散

し
社
会
が
膿
ん
で
い
く
、
と
発
言
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
す
る
と
、
政
府
は
無
力
で
あ
る
と
の
噂
が
社
会
に
蔓
延
す
る
危

険
性
が
あ
る
、
と
続
け
た
（T

eo 2002-1-27

）。
つ
ま
り
こ
の
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
副
首
相
の
発
言
か
ら
は
、
不
穏
な
発
言
や
急
進

的
な
発
言
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
駆
け
め
ぐ
る
危
険
性
を
政
府
と
し
て
認
知
し
、
フ
ァ
テ
マ
へ
の
対
応
を
決
定
し
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
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こ
の
政
府
決
定
は
、
言
論
の
自
由
を
脅
か
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（Jones and Sm

ith 2006: 214-215

）。

フ
ァ
テ
マ
が
急
進
的
な
イ
ス
ラ
ム
団
体
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
で
は
多
様
な
意
見
の
表
明
や
対
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
実
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
九
・
一
一
を
受
け
て
、
イ
ス
ラ
ム
に
関
す
る
報
道
に
は

規
制
が
入
る
こ
と
も
自
明
と
な
っ
た
（Rahim

 2009

）。
二
〇
〇
二
年
一
月
時
点
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
ど
う
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上

は
比
較
的
自
由
な
発
言
が
容
認
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ァ
テ
マ
が
サ
イ
ト
を
立
ち
あ
げ
、
賛
否
両
論
は
あ
る
と
し

て
も
自
己
の
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
期
が
存
在
し
た
事
実
か
ら
も
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ァ
テ
マ
騒
動
の
終
結
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
発
言
へ
の
監
視
を
強
化
し
、
制
限
を
拡
大
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

皮
肉
に
も
、
か
き
消
さ
れ
た
声
の
事
実
は
（Shariff 2004

）、
政
府
の
規
制
と
監
視
の
強
化
の
道
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
本
稿
で
再
現
し
た
よ
う
に
、
一
連
の
事
案
の
一
部
始
終
は
、
政
府
の
視
点
か
ら
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
治
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
権
威
主
義
的
な
体
制
で
あ
り
、
報
道
規
制
が
厳
し
く
、
言
論
の

自
由
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
事
実
は
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
政
治
空
間
で
は
、
言
論
界
で
の
自
己
規
制
が
常
態

化
し
て
い
る
点
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
（Gom

ez 2000

）。
自
己
規
制
型
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
特
徴
と
し
て
、
政
府
関
係
者
の
発
言

を
採
録
し
、
格
段
の
解
釈
も
加
え
な
い
と
い
う
手
法
が
あ
る
。
そ
れ
を
実
践
し
て
い
た
の
が
ま
さ
に
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』

紙
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
一
月
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
関
連
報
道
は
、
そ
う
し
た
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
の
報
道
姿
勢
と
報
道

方
法
が
真
骨
頂
を
発
揮
し
た
。

　

二
〇
〇
二
年
一
月
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
関
連
報
道
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
テ
ロ
容
疑
者
の
拘
束
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、
政
府
と
国
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民
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
の
秩
序
と
安
定
を
再
確
認
す
る
場
と
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
公
安
機
関
の
徹
底
し
た
調
査
と
危
機
回
避

の
予
防
的
行
動
の
優
秀
さ
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
政
府
の
効
率
的
な
統
治
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
も
そ
れ
に
対
す
る
信
頼
を
増
幅
し
、

多
民
族
・
多
宗
教
社
会
の
融
和
に
向
け
て
ひ
と
つ
の
声
を
つ
く
っ
て
い
く
協
働
作
業
に
加
担
し
た
姿
が
み
え
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
、

ひ
と
つ
の
声
に
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
声
は
排
除
さ
れ
た
。
こ
れ
は
テ
ロ
と
い
う
非
常
事
態
に
お
け
る
政
府
の
措
置

で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
一
九
六
五
年
に
独
立
国
家
と
な
っ
て
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
構
築
し
て
き
た
言
論
統
制
の
あ
る
意
味
で
は

集
大
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
言
論
へ
の
統
制
力
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（Gom

ez 2002

）。

　

本
稿
で
は
、
二
〇
〇
二
年
一
月
の
報
道
を
検
証
し
た
こ
と
で
、
テ
ロ
の
脅
威
を
あ
お
り
立
て
る
こ
と
な
く
政
府
が
社
会
統
制
の
手

段
と
し
て
の
言
論
統
制
を
徹
底
し
た
局
面
を
検
証
し
た
。
多
様
な
見
解
や
異
な
る
意
見
間
の
対
話
を
保
障
せ
ず
、
政
府
に
と
っ
て
心

地
よ
い
ひ
と
つ
の
声
を
聞
く
機
会
が
、
二
〇
〇
二
年
一
月
に
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
は
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
統
治
手
法
の
一
端
を
表
し
て
い
る
（T

an 2012

）。

（
1
）　

後
述
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
英
字
紙
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
を
分
析
の
材
料
と
す
る
。
署
名
記
事
を
引

用
・
言
及
す
る
場
合
は
、Long 2002-1-14

と
記
す
。
そ
れ
はLong

が
二
〇
〇
二
年
一
月
一
四
日
の
記
事
を
執
筆
し
た
こ
と
を
示
す
。

ま
た
、
署
名
記
事
で
は
な
い
記
事
を
本
文
中
で
言
及
す
る
場
合
、ST

 2002-1-16

の
よ
う
に
表
記
す
る
。ST

と
は
『
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ

イ
ム
ズ
』
紙
の
略
で
あ
り
、2002-1-16

と
は
二
〇
〇
二
年
一
月
一
六
日
の
記
事
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
2
）　

ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
存
在
す
る
。
邦
語
研
究
の
な
か
で
、

ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
を
は
じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
で
の
ア
ル
カ
イ
ダ
系
イ
ス
ラ
ム
過
激
・
武
装
集
団
に
つ
い
て
は
、
竹
田
（
二
〇
〇

六
）
が
手
軽
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
Ｃ
Ｎ
Ｎ
記
者
で
あ
っ
た
マ
リ
ア
・
レ
ッ
サ
（M

aria Ressa

）
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
が
一
九
九
〇
年
代

か
ら
東
南
ア
ジ
ア
で
触
手
を
伸
ば
し
て
い
た
事
実
を
綿
密
な
取
材
に
基
づ
き
ま
と
め
て
い
る
（Ressa 2003

）。

（
3
）　

以
下
の
記
述
は
、N

athan

（2002-1-6

）
に
基
づ
い
て
い
る
。
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（
4
）　

一
三
名
の
氏
名
、
職
業
、
拘
束
日
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。Y

azid Sufaat, 37, businessm
an. Caught on D

ec 9; M
ohd 

Sha Sarijan, 48, cam
pany m

anager. Caught on D
ec 29; A

bu Sam
ad Shukri M

ohd, 42, accountant. Caught on D
ec 29; 

A
hm

ad Sajuli A
bdul Rahm

an, 39, businessm
an. Caught on D

ec 29; A
hm

ad Y
ani Ism

ail, 33, bank offi
cer. Caught on 

D
ec 29; A

bdul Razak Baharudin, 42, headm
aster. Caught on D

ec 29; Suhaim
i M

okhtar, 36, businessm
an. Caught on 

D
ec 29; Shukry O

am
ar T

alib, 34, businessm
an. Caught on Jan 1; Shah Rial Sirin, 38, taxi driver. Caught on Jan 2; 

M
ohd Faiq H

afidh, 43, businessm
an. Caught on Jan 2; D

r A
bdullah D

aud, 47, lecturer. Caught on Jan 3; M
uhd 

Ism
ail A

nuw
arul, 41, taxi driver. Caught on Jan 3; Shahril H

at, 23, teacher. Caught on Jan 3 （ST
 2002-1-6

）.

（
5
）　

こ
の
イ
ス
ラ
ム
団
体
の
使
用
す
る
フ
ァ
テ
ハ
に
は
鍵
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
フ
ァ
テ
ハ
は
元
来
、
イ
ス
ラ
ム
の
聖
典
『
コ
ー
ラ
ン
』

の
開
端
章
を
指
し
て
い
る
。
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